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学体連会報
発  行  所

発行 日0昭禾口52年 11月  7日
東京都渋谷区代々木神園 3番 1号
ォリンピッ垢己念青少年総争 ンター内

財団法人 日本学校体育研究連合会

編集責任者 会長  今 村 嘉 雄

/
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千1大現

一晃村

秋涼 の候 とな りま した、ますます ご

健勝 、 ご発展 の ことと拝察 します。

「 日本学校体 育研究連合会 」も関係各

位の ご協 力の もとに、全都 道府県加入

も、ほぼ達成 され、文部当局 の指導助

言の もとに一段 と体制を強化す ること

がで きま したので、さらに決意 を新た

に しま して所定 の事業を強力かつ正確

忠実 に推進 してい きたい と考えていま

す 。

以下 、順 を追 って現状 につ きご報告致

します。

1.概   要

本会 は、昨年 11月 17日「 寄付行為 」

を大 中に改正 し、さ らに12月 17日 、文

部大臣か ら「 試験研究法人 」の認可 を

得 ました。 (既報 )以来 、鋭意その趣

旨の徹底に努力を重ねてきま した結果 、

時間的 な制約が あったに もかかわ らず 、

従来の基本金 30万 円を一躍 1,100万 円台

にのせる ことがで きま した し、全国学

校体育研究大会開催県 (滋賀県 )への

学校体育助成 を含め、約 700万 円程 の

学校体育助成 をす る ことができま した。

本年度 に入 り、法人の運営等 につ き

検討 を要する問題が生 じま したので、

文部省体育局 と緊密 な連絡 を とり、次

の ような基本方針 を確立す る ことにな

りま した。

(1)財団法人 として寄付行為 に定め る

優良体育施設用具・ 用品等 の認定

お よび推せんの行為 に とどめるこ

と。
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(2)学校体育用品の認定 、推せん の基

準は公開 し、その基準に合致する

ものについては、申請が あった場

合 には、所定の手続 をへて、すべ

て認定・ 推せんする こと。

(3)前 2項 との関係において特定 の企

業 との結 びつ きは一切排除す る こ

と。

(4)寄 付金 の募集にあた っては、試験

研究法人等 に対す る寄付制度 の趣

旨か ら、可能 な限 り各界 か らの寄

付 を募る ように努める こと。

(5)試 験研究法人 としての本会が受け

いれた指定寄付金 については、試

験研究法人等 の認定 の条件に従 っ

て支出す る こと。

52年度 の事業計画及び予算は既 に、

去 る 3月 末 の全国評議員会並びに全 国

理事会 で承認されていますが 、前記 の

基本方針 の線 にそ って、一部修正 され

ま した。それについては事業計 画修正

表 (別紙-1)・ 補正 予算表 (別紙 -2)

を参照 して大略 のご理解 をお願 い致 し

ます。

2.助  成

助成 内容は予算表の通 夕です。

この うち研究学校助成 (10万円×45件

=450万円 )、 研究調査助成 (5万円×8件

=40万円 )に ついては別記 (別紙-3)

の如 き要項 に よって公 募 しま した。

3.優 良体育施設用具・用品の研究 ・

認定 。推せん

学体連内 に理事 及び 、小・ 中・ 高校

か らの専門委員若千名で組織 された

「 施設委員会 」が あり、と くに学校体

育用 の器機・器具 の研究 と、良品の認

定推せん に当 る ことになっています。

またそれ と同様 の構成 で「 用品委員会 」

が あり、とくに小・ 中・ 高校 での体育

・ スポーツ着 及び体 育スポーツ シュー

ズ等 の調査研究や、良品の認定 、推せ

ん を行な っています。

4.財   源

「 学体連 」の財源 は 、予算表 で も明

らかな ように、指定寄付 、一般寄付 、

賛助会費 、補助金 、加盟分担金 、基本

収入、事業収入であり、法人 に よる寄

付 と賛助会費が 、全予算額 の80%以 上

を占めています。

加盟分担金は、都道府県単位 で、 1

万 02万 03万 の三段階になっていま
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して人口比 で16年前 lrcき ま った もので

す。

大 巾に増額 しては とい う声 もあります

が、当分は現状 を維持 してい きたい と

考えています。

以上 の よ うな実情であります ので、

本会 の財源 を充実 させるためには、先

ず第 1に 、前述 の ように、指定寄付制

度 を活用 し、各界か ら指定寄付 をあお

ぎ、助成事業 の拡大 とあいま って基金

を充実 させ 、第 2に 、賛助会員の増大

をはか り、第 3に 、体育、 とくに学校

体育・ スポーツに理解 の ある、 もろ も

ろの財 団等 の善意 と協力を うる ことで

しよう。

学体連は、日下 の ところ、上の三点に

重点をお t/・ て、財源 の充実 をはか りた

い と考えていますので、各位 の ご理解

とご協力を切 1/4お 願い致 します。

5.事 務機構の充実

これまで学体連 は 、代々木 のオ リン

ピック記念青少年総合 セ ンター内の本

部事務所が 、甚 だ しく手狭 まなため、

分室 を五反田駅前の富久屋 ビル内に も

っていま したが、 このたび、総合セ ン

ター及び文部省の格段 の配慮をいただ

き、総合 セ ンター内に、現事務所 に数

倍す る広い部屋 に移 る ことができる よ

うになりま したので 、分室 を閉 ざし 、

総合 センター室 にま とまることにな り

ま した。

同時 に事務職員 も 3名 に増員 しま した。

これで、事務 の分掌 も明確 になりま し

た し、その処理 も大変機能的 にな りま

したので、今後は各位 の ご要望や連絡

に も、一層正確、敏速 に応ずることが

できると確信 しています。

事務職員は、小碇松次郎 (長 )・ 谷藤

欣吾・ 高見玉子 の 3名 です。

6.体 育優良校並びに体育功労者決定

優良校 0功労者 については、10月 4

の中央審査委員会 で決定 しま した。

来 る11月 29日 、熊本市 で開催 される、

第16回 全国学校体育研究大会で表彰致

します。

以  上
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(別紙 1)

昭 和 52年 度 事 業 計 画
(昭和 52年 10月 31日一部修正 )

財団法人 日本 学 校体 育研 究 連 合 会

次のように今年度事業を計画 している。

1 第 16回全国学校体育研究大会
昭和 52年 11月 29日 し噂 30日 因  熊本市において開催

2 第 27回全国保健体育優良校 。第 7回功労者表彰
昭和 52年 11月 29日 ι噂 午前10時 より。第16回全国大会の開会式に続
いて行 う。

3 第 8回全国学校体育指導者講習会
東 京 会場  8月 23日 し噂 24日 例0 新体操の理論 と実技
名古屋会場  12月 26日 柳)27日 医)  同  上

4 学校体育助成事業
(1)研究学校助成

(a 研究調査助成

(助  全国大会研究調査助成
(→  「 学校体育研究 」の作成

5 優良体育用品等の認定ならびに推せん
トレ ーニングウェア及びスポーツシューズの認定に必要な規準書・規格書

等を作成 し、その認定ならびに推せん事業を行 う。

6 体育施設用具の研究 と調査

7 体操伝習所設立 100周年記念事業への協力
明治H年 (1878年 )体操伝習所において日本の学校体育は発祥 してから
明年で満 100年 となるので、記念事業の準備に協力する。

8 組織の拡充
(1)加盟団体の拡充

未加盟 2県 の加盟を促進する。

(a 賛助会員制度の充実
多 くの賛助会員を募 夕、運用資金の充実をはかる。

9 財源確保について
賛助会員募集 とともに、各界か ら指定寄付を募 ることによって、財源を確

保 し、助成事業を拡大 し、基金の充実をはかる。

10.諸団体 との提携

11.会報の発行
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(別 紙 3)

昭和 52年度研究助成募集要項

1.目    的 学校体育に関する研究調査ならびに学校 rCお ける体育活動
かよび体育研究活動 に必要な援助を行い、もって学校体育の

発展に寄与することを目的 とする。

2 対   象 学体連加盟の都道府県小・ 中・高等学校お よびその研究 グ
ル ー プ 。

4 申 し込 み
(1)様  式 所定の様式による。但 し、学校研究助成 申込書 (学校を

対象 とするもの )と 研究調査助成申込書 (グ ループを対象
とするもの )と がぁる。

(幼  宛  先 〒151東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号
オ リンピック記念青少年綜合センター内

財 日本 学 校 体 育 研 究 連合 会 8o3←65)3954

6)期 限 昭和 52年 11月 5日

に)通  知 助成審査委員会による審査の結果を 11月 25日 (金)ま そ
に発表通知する。

つづ く
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助成金 の交付

助成金は昭和 52年 12月 10日 までに交付す る。

報告書提出

昭和 53年 3月 20日 (月 )ま でに 申 し込み、宛先 rC送 る。

〔様式 1〕 昭 和 52年 度 学 体 連 助 成 申込 書  (学 校研究助成 )

〔様 式 2〕 昭 和 52年 度 学 体 連 助 成 申 込 書  (グ ループ研究助成 )

以 上

学 校 所 在 地

体 育 主任 氏名

(約 800字詰 )

グループの名称 |″⌒ラ責任著名・印 責任者所属校名・ 所在地 。電話番号

Tel

ノ
ル
ー
プ
構
成
昌

学校所在地・電話番号 学 校 名
な

・

カ
タ

］
辱体

な
タ

ヽ
眸

り
妾

ふ
葬語

研 究 の 概 要 (約 800字詰 )
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ご 学 体 連 本 部 役 員 〕

会  長

副 会 長

北 海 道

青  森

岩  手

宮  城

わk  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

群  馬

埼  玉

千  葉

東  京
・ 神 奈 川

石  川

(静 修 高 )

(青 森西 高 )

(ア レン短大 )

(宮 城 教 大 )

(酵
田
讐
済
沓
)

(天 童 高 )

(福 島 大 )

(石 り‖ 小 )

(大 田原 中 )

(桐 生 商 高 )

(浦 和 高 )

(東 女体 大 )

(学 習 院 大 )

(厚木第一小 )

(戸 板 小 )

(丹 生 高 )

(機 山 高 )

(竜 峡 中 )

(ろ うあ 高 )

(藤 枝 東 高 )

(名古屋西高 )

(嬉 野 中 )

(草 津 中 )

京  都

大  阪

兵  庫

奈  良

和 歌 山

鳥  取

島  根

岡  山

広  島

山  口

徳  島

香  川

愛  媛

高  知

福  岡

佐  賀

長  崎

熊  本

大  分

宮  崎

鹿 児 島

沖  縄

安 田 祐 治

舘 野   進

竹 崎 敏 夫

土 谷 正 規

福 島 篤 二

椿   公 爾

渡 辺 晴 夫

大 原 利 貞

広 り|1 義 信

藤 原 敬 治

北 島   豊

大 島 久 俊

岡 部 典 民

隅 川   清

大 石 英 幸

山 田 義 雄

奥更屋   武

江 藤 恵 治

三 浦 敏 夫

月長 音5 ■」 槙6

永 山 次 男

玉 城 幸 男

(本 能 寺 ガヽ )

(摂 津 高 )

(長  田 高 )

(女子大附小 )

(河 西 中 )

(由良育英高 )

(県 教 委 )

(芳 泉 高 )

(皆 実 高 )

(県 教 委 )

(内 町 小 )

(高 松 高 )

(南   中 )

(高 知 大 )

(城 南 高 )

(循 誘 小 )

(小 島 中 )

(氷 り‖ 高 )

(大 在 中 )

(南   高 )

(南   高 )

(浦 添 中 )

今 村 嘉 雄

遠 山 喜‐郎

鈴 木 正 三

須 貝 光 一

酒 井 一 九

舘 野   進

江 藤 恵 治

川 田 正 徳

新 岡 精 弥

力日 藤 昌 得

佐 藤 信 重

和 田 勝太郎

河 田 利 夫

菊 地 哲 男

石 田 瑞 穂

植 竹 幸 重

上 田 敬 治

前 田 耕 平

遠 山 喜一郎

鈴 木 正 三

牧 田   勝

羽 柴 清 信

牧 野 庸 雄

小 林 勝 彦

田 中   興

横 井 宣 生

渡 辺 福太郎

上 島 三 大

小 畑 秀 久

北 村 虔一郎

(東

(

(

(

(

(大

(寅ヒ

京 )

)

)

)

)

阪 )

本 )

(東

(

(

(

(

(

京 )

)

)

)

)

)

理 事 長  重 田   一

常務理事  坂 井 逸 治
″   坪 井 芳 雄
″   川 ロ ー 夫
″   岩 崎 正 春
″  入 倉 富 大

〔 都 道 府 県 支 部 会 長 〕

井

梨

野

阜

岡

知

重

賀

福

山

長

岐

静

愛

三

滋
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〔 賛 助

木 村 福 督 (埼 玉 )

峯  友 直 (〃 )

立 津 時 男 (沖 縄 )

加 藤 為 吉 (京 都 )

近 藤 綾 子 (茨 城 )

酒 井 健 一 (山 形 )

森 山   実 (長 崎 )

真 坂 寅 雄 (京 者6)

土 田 悦 郎  (滋 賀 )

米 田  満  (山 形 )

山 田 義 雄 (佐 賀 )

青 池 清 一 (福 井 )

松 山   守  (大 分 )

松 本 得 爾 (大 阪 )

領 家   篤 (島 根 )

宝 田 利 次 (愛 知 )

村 上 亀 恵 (東 京 )

(順不同、以上本部役員を

除 〈個人賛助会員 )

会  員 〕

胸 中 日 体 育 社

船 舟 岡 製 作 所

の 上 坂 鉄 工 所

彿 三 英 商 会

鞠 サ ト ミ 産 業

オ オ ニ シ 体 育 彿

齢 サ サ キ ス ポ ー ツ

彿  都 村 製 作 所

輸  小 り|1長 春 館

小  糸  工  業  彿

セ  ノ  ー  彿

輸 林 運 動 具 S/S

齢 河 坂 運 動 具 S/S

彿  日 都  産  業

三 和 体 育 製 販 輸

木 下 運 動 具 工 業  船

彿  ィ ノ コ ア サ ヒ ヤ

彿 富 士 産 業

後 藤 体 器 齢

輸   中  條  S/S

大 久 保 体 器 彿

弥 生 物 産 船

若 月 運 動 具 S/S

日 本 シ ェ ル タ ー 彿

帥   藤   栄

日本 海 外 航 空 サービス 輸

旭 化 成  工  業  齢

原  藤  整  染  船

栃  尾  ニ ッ ト 彿

彿   ワ   ボ   ー

児     島    齢

彿  グ リ ー ン メ イ ト

明 石 被 服 興 業 彿

日本 教 育 シューズ協議 会

佛  九  幸  商  店

コ トブ キス ポー ツ 商 会

糸  吉  被  服  0

(順不同、以上法人・団体

賛助会員 )

学体連は昨年度画期的な体質改善を行ない、情報 の交換 をよ

り活発にすべ ぐ公約 したにもかかわらず、変革に伴なう移行措

置 に追われ、延引に延引を重ね申し訳ありません。昨今漸や く

事務体制 も整い、事業の性格位置付けもすっきりしましたので、

今後はご迷惑をかけないですむ見込みがたちました。11月 29日 、

30日 の全国大会には、文部省体育局長 も主催側 としてご挨拶下

さることになっていますので、ふるってご参会をお願いします。

事務局だよ り

学体連事務局は本部 と分

室 (品り|1区東五反田富久屋・

ニッカ共同ビル 5階 )に置

いていましたが、本年 9月

より分室を廃 し、本部に統

合いたし、その機能を拡充

して本部一本で運営 してお

ります。 ここに改めてお知

らせいたします。



昭 和 52年 度 収 支 補 正 予 算 書 (皇 蹴::窯 :月 31詈 )

計会般の入収

財団法人 日本 学 校 体 育 研 究 連 合 会

昭和 52年 10月 4日補正

計会部収 入 特

科 予  算  額 当 初 予 算 額 晴  減  lal 簡 要

`卜

   才曰   くヽ   奎車 2 700 000 5800 000
任)加 盟 団 体 分 相 金 700 0o0 600 000 100:000
P)賛 助 会 替 2,000 000 5,200 0oo △  3,200 000
2 基 金 収 入 280,00o 581,698 301,698
0)基 金 収 入 280,000 581,698 301,698
畢 業 収 入 300 000 5,500 000 △  5.200 000

0 5,000,000
0)請   習  会 300,00o 500,Ooo △   20o.00o
4 寄   付   金 3,000,000 0 3,00o,000

3.000 00 3.000 o00
5 補   助   金 1,000,000 0 1,000.Ooo 補正加入科 目
(1) スポ ーツ財団補助金 1,000,000 0 1,000,000
6   雑     1又 361,762 98 3 263 460
は) 雑   収   入 361 762 98,302 263 460
7 繰   越   金 524,238 0 524,238

′」 計 8 166 000 11,980,00o へ 3,814,000

i 来
一
金 収 人 420,000 0 420,000 補正力び、科 目
基 金 収 入 420,000 0 420,000

21,00o.000 30,500.Ooo △  9,500,ooo
1)指 定 寄 付 21,Ooo,000 30,50o,00o へ 9,500,Oo o

475 200 0 475 200 補正加入科 目
′ト 計 21,895,200 30,500.000

^ 8,604,800
合 言十 30,061,200 42,480,000 △ 12,418,800

5 402 8 5,950 0 へ   547200
870.000 500,Ooo 70.000
1,260,00o 1,000,000 260,Ooo
100 000
250,00o

50 000

6)什 器 備 品 費 100 000 100 00o

2 300,000 2,8001000 △    500,Ooo
108 00o
184,800

300.00o
50o.Ooo △   315,200

50 00o 100 000 へ    50 000
150,00o 300 00 △   150 00
30,ooo 100,000
1,550,Ooo 5,80o,Ooo へ 4,250,00o
350,ooo 500,Ooo △   150,000
60o,ooo 000,000 △  4,400,00o
600,ooo 300,Ooo 300 00o

3 団 体 加 盟 30.000
30.Oo0

200,00o 200.ooo
6 4● 別会計 に繰入 475,200 475,200

508 00o
8,166,000 11, 980,000 △  3,814,000

1 事   務   書 2,895,200 2,895,200 補正加入科 目a)旅 費 交 涌 馨 248 000 248 000
o 人   件   書 340 ooo 0 2,340.000
6)貸   借  費 27720o 0 277200

“

)委 員 会 費 30,00o 0 30, ooo
2 助 成 事 業 費 9,000 0oo 12,000 o00 △  3,00o,Ooo
1)学 校体育 助成 事業 9,000,Ooo 12,000,00o △ 3,000,000
1)研 究 補 助 6,9oO,000 5,00o,00o t,900,000

4,500 ooo
科目名変更

イ)研 究 調 査 助 成 書 400,ooo
ウ)錮 姶 研究調査助成費 2,000,000
2り 研 究 紀 要 作 成 70o ooo 4,300.000 △  3,60o ooo
つ 『学校体育研究』作成脅 700,ooo 2,Ooo,000 △  1,30o,ooo

2,300 000 △  2.300 000
0 700,000

^  700 00o4)優 良校 '功労者表彰費 1,400,000 2,000,Ooo △   60o,Ooo
3 基 本 財 芳 繰 入 10 000 ooo 18,500,00o △ 8,500 0oo

41ヽ 計 21,895,200 30.500,00o Δ 8,604,800
計 30,o61,200 42,480,00o △12,418,800


